
ロボット介護機器の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
製作者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
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Ⅰ．実生活での活用法
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安全状態の定義

安全状態の確認（通報）

機器の正常性の確認

人と機器の安全機能
分配

開発する機械の構造・機構

Ⅱ-(2)-2．安全

人と機械との関係

機械としての基本方針

人と機械との役割分担

可用性（アベイラビリティ）

Ⅱ-(2)-1．有用性

Ⅱ-(1)．人・機械システムの構成

Ⅱ．要件定義

個人適合性

主機能

物的環境適合性

人・機械インタフェー
ス

リスクに対するトレードオフの考え方
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開発体制、文書管理

Ⅲ．開発マネージメント

コスト削減への配慮
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